岡山縣における茄子科作物害虫オオニジュウヤホシテントウ及ニジュウヤホシテントウの分布と氣候的要因（I） by 安江, 安宣 & 浜田, 厚生
岡山県高における粛手制作物害虫オオニジユウヤホシテントウ友
ニジユウヤホシテントウの日布と集候的要因 (1)骨
安江安宜・桝浜田厚生
1.緒 論
馬鈴薯，茄予定にど主として茄子科作物を喰容するこ大害虫であるオオェジユウヤホシテシ
トウ Epilachnavigin#octornaculata MOTSCUUI.J!口I1857**併と;::.;，)ユウヤホシテγ トウEμlachna
sparsa (HnllBT， 1786)州婦の我固にたける地理的分布についてはとれまで幾多の研賓が行われ
ている.いまその主たるものをあげると，全日本にわたって之を論じたものには高橋奨氏(2一九
栗崎真澄氏町内回登ー氏等制，渡辺千向氏(7.一町，及安江仰の諸発表があり，叉地方誌的に分
布を扱ったものでは，関東地方について高橋奨氏。九木下周太氏(15〕，中国正彦氏。ぺ岩田俊
一民間等の研安があれ長野聴にたいては村図書等太郎氏(16〉， 島根勝に孟沿量いては園山巧氏(問E口町7η〉，
岡本大二郎氏{悶附円}~， 京都市附近で肢栢垣健二氏【ο1ト円2幻1り〉，吉回敏治氏(2η~，巌俊一氏(例28均'め〉等，滋賀鯨に
ついてtは士滋賀農試(附H判)及新保友之F氏毛等(仰お同}九，烏取牒について}は会7水k谷義清氏〈仰初紛〉り，烏取農試病虫部{問z幻町7η』
叉丸州地方については松沢寛氏(ロ畑畑2凋1)町〕の諾発表があbれ，漸次年を追ふて我圏内各地にゐける両種マ
グラテγ トウの分布欺態が判明しつつある.
筆者の1人安、江は先年稲垣氏等京都大学農学部昆虫学研賓室の人々とともに京都市近郊にゐ
ける散虫の分布調査に従事したが， 1949年岡山県系に転任以来，今日まで約4ヶ年聞にわたり，
筆者の 1人浜田の協力のもとに主に岡山鯨内に沿ける両種マグラテシトウの分布歎態を調査し
つつあったが，本臓に関する限b一応その目的を達したので，ととに筆者等が調査した結果を
報告する.
備本研究について同終始御指事並に御校聞を賜った岡山大学農学部教授春JlI忠吉博士及種々
御教示下さった農林省農業技術研究所総務部長故湯浅啓温博士，京都大学農学部教授内国俊郎
博士，北海道大学農学部助教授渡辺千向博士，神戸大学教育学部鈴木時男博士その他標本探寒
に協力された多数の方々に厚〈御礼申土げる.
I.調査方途
調査期聞は1949年夏より1953年秋までの4ヶ年聞にわたった.ヌ年聞にたける両種マグラテ
γ トウの採集時期は5月から9月までの季節に行い，馬鈴薯及茄子を喰害している成虫を主に
採集し，成虫の発見出来なかったととろでは卵，幼虫，摘を実験室に持層り，とれを飼育して
羽化せ・しめた.また，オオ=ジユウヤホシテγ ト1jと=ジユウヤホミンテシトウの区別点につい
ては栗崎真澄氏(2ト 3t)及湯浅律湿氏側の記載を会考としたが，本地域に於ける調査に関する限
りでは両種いづれとも同定し難いものは見受けられなかったし，叉現在までの所コプオオz ジ
ユウヤホシテγ トウ Eρilachnapustulosa KONO， 1937(83-:14) と認められるべきものも発見され
て会らない.
様Epilachna属マダラテ V トウ費量に関する研究第I報
州岡山懸立林野高等学総
州倭学名にヲいては渡辺千倫博士(1)に従った.
(162) C農学研究第41巻第4母 162-172頁 1951)
• I 
11.調査結果
岡山勝内並びに岡県系境に接する隣接他麟の地域について 4~年聞に実地調査した箇所はオオ
=ジュウヤホシテシトウについでは32~所， ~~ュウヤホシテシト1)については73~所及今回
の調盗にS甘いて両種とも採集出来汚かった地点16~会所，合計 121 ~所であった.筒注意すペ含
点は今回の分布調査の結果は夫々の採集地点にたける棲息密度や季節的変動については薪査方
法並に時期等の関係よりとれを知るととは不可能であった叉各地点すべて量的には等佃値で
唯 111fの成虫でも努見できたと含除とれをかかげた.茄子の場合両種マグラテγ トウに対する
抵抗性品種尚一叫が知られているから，調査箇所にあける茄子の品種の如何によっては該虫の
存否に関係したかも知れたいが，とれらの点については特に考慮を払はなかった.従って衣の
第 1-3表に示すものは極めて定性的な調査であるわけである.表中の調査地点の地名は1953
年6月現在の行政区劃にしたがった司
第 1表 オオニジュウヤホyチシトウ簸息地
? ??????? ????? 採 集 箇 所 採集者採集英語日
1岡山車種実関郊東粟倉村菅野浜岡厚生 1950.8 .201 17岡山軍事阿哲郡丹治部村 安江安笠 1951.8.16
2岡山県議勝田郡勝間町久賀 安京王様夫 1952.8 .10[ 18岡山脈阿哲都知j都町小阪部安江安笠 1951.8 .16 
3岡山脈勝回都梶並村宥手 花房精子 1951.8 .20[ 19岡山軍事阿哲郡万歳村矢戸 亀山竹志 1951.8 • 
4岡山鯨勝田郡費並村関本 中塚憲次 1953.8.17[[20岡山脈阿哲郡千盈村市場 安江安宣 1953.5.25 
5岡山脈勝回郡豊並村行方 河同和雄 1953.5.30[[ 21岡山脈問哲都千屋村朝間 安江安宜 1953.5.25 
6岡山脈苫田郡奥常村下斉原宮阪正和 1950.8. 8[ 22岡山県革阿哲郡草間村 小泉憲治 1953.6 .14 
7岡山勝苦肉郡上賀茂村知和安江安室 1951.8 .12[ 23岡山麻川上郡吹屋町 亀山竹志 1951.7 • 4 
8岡山軍事苫図書官奥常村奥津 石原袋、冶 19b2.8・ [ 24 岡山鯨川上郡~山村高山市安江安宜 1953.6 .19 
9岡山脈苫阿部鏡野町日下 安江安室 191¥3.8 • 221[ 25岡山脈川上部大賀村上大竹稲本峰陽 1953.7.25
10岡山脈苦闘郡鏡野町岩屋 安江安宜 1953.8 .23[1 26兵庫蘇宍粟都千種村飴越 松井俊公 1953.7.30
11岡山脈民庭部勝山町紳廃 小阪和彦 1946.5 .19[ 27兵庫覇軍宍来都千種村鷹業 松井俊会 1953.7 .11 
12岡山蘇毘庭郡八束村下長岡安江安笠 1950.7.31[28鳥取県長八頭部智頭町野原 安江安宜 1951.8 .12 
13岡山脈民庭部川上村上稲岡安江袋宜 1950.8. 1[ 29鳥取勝目野部米沢村下蚊屋安江安宜羽田.8.1 
14岡山脈民庭郡川上村上徳山安江安宜 19回 .8.1[ 30鳥取勝目野郡江尾町江尾 安江安宣 1950.8. 2 
15岡山胸庭郡湯原町下湯原安江安定 1953.8・刈 31fEE日野郡上石見村 安江安定則・ 8・26
16岡山脈阿哲郡新砥村友行 安江安宜 1950.8 .28[ 32庚島勝紳石町i白木町 安原孝吉 1951.8 • 5 
第 1表はオオ::::.~ュウヤホシテシトウを採集できた地点を示すが， との外に 1951年6月.
鳥取牒立農業試験場水谷義清，千代西尾伊彦両氏は同腸内のオオ=ジユウヤホシテY トウの精
細なる分布調査をしたが，参帯のため間報告【町から岡山鯨境に近接した地方，'C~けるオオェタ
ユウヤホシテY トウの採集地点を故ヨ存すると八頭郡山郷村酌帰，幅原，尾見，新田，同郡知頭
町，字塚，三田，河合，同郡枇村川戸，安蹴，同郡佐治村余戸，高山，東伯郡三徳村門前，日
野郡日光村，大河原，同郡轟口町白水，同郡紳奈川村保野，同郡根雨町根雨，同郡日野上村生
山，同郡石見村花口，下石見等がその棲息地としてあげられている.
第2表は=ジユウヤホシテントウを採集でをた地点を示すが，とのほかに京大農学部昆虫学
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研ザ室保管標本の産地として岡山脇小田郡宇戸村，玉野市，久米郡内 1~所及香川懸香川郡直
島村をあげるととが出来る.
第 2表 ニジユウヤホシテントウ桜息地
?
?
?????? ??????? ?
採 集 箇 所採集者採集期日
1岡山麻実関郡霊堂甘村宮本 浜岡厚生 1951.8.381138 関山脈上!Jj!~川面村鴨谷 安江安室 1950.8 • 3 
2岡山脈英国郡広見町 小泉憲治 1953.8.221139岡山脈川上郊成羽町4毘原 安江安室 1963.7 .19 
3岡山脈英図書E大吉村 舟曳一郎 1962.8・ 140岡山県革川上郡手延町地頭 安江安宜 1963.6.19 
4岡山県議実岡郡美作町濁郷 一 1952. 8. 1 41岡山県草川上郡大賀村上大竹橋本峰島 1963.7 .26 
5岡山脈英国郡美作町豊国原浜田厚生 1952.6.201142岡山鱗和集部備前町片上 佐穣普 1961.9. 7 
6岡山脈爽岡郡美作町林野 浜田厚生 1962.6.261143岡山綴和然郡司容登町 佐藤普 1961.9. 7 
7阿山麻勝田郡勝間関町 河回和維 1953.5.3(.)1 44岡山勝和然都和銀町緬宮 花沢茂 1962.5.2(，)
8岡山脈勝田郡吉吉野村石生浜国厚生 1961.8 .1611 45岡山鱗邑久部長浜村奥浦 安江安宣 1953.6.11
9岡山脈勝明書E滝尾村津川原安江安宜 1951.8 .121 46岡山脈邑久郡牛窓町 安江安室 1963.6.11 
10岡山嶋際問書官北吉野村滝本中塚憲次 1953.8.11 47岡山脈邑久郡鹿忍町 安江安笠 1953.6 .11 
11臨諮問都高野村 部姐 1951.8・中8岡山腕久郷朝日村片岡 剛和維附・ 9・10
12阿山脈津山市大谷 安江安宜 1951.8 .1611 49岡山勝西大寺市八幡 安江安宜 1961.9. 1 
13岡山脈津山市総枇 浜田厚生 1953.8.11 50岡山勝西大寺市政湾 安江安宜 1961.9. 1 
14岡山脈民庭郡川東村西原 安江安宜 1951.8 .1611 51岡山脈西大寺市西大寺 河田和維 1953.9.10
16岡山脈民庭郡落合町 安江袋震 1951.8.161152岡山鯨西大寺市幸島西幸西河同和維 1953.9 .10 
16岡山脈宏、磐郡豊岡村松木 小口 置 1951.7.201153岡山線上遊郭財岡町長1自j 草野彰 1951.7. 4 
17岡山県高赤軍草郡山陽町紳同 窓見清秀 19日 .7.61旧岡山懸都窪郡常盤村三輪 河同和維 1951.6.26 
18岡山脈赤務郡山方村 一 1952. 8. 1 55岡山脈清音村黒岡 安江安宜 1962.7.10 
19岡山脈久米那踊渡町 安江袋宜 1951.7.291156岡山軍事都密書官早島町二軒昼安江安笠 1963.7 .14 
2()~~島糊養生寺村 安江安笠間・ 7 鈎 157岡山例制吉備町庭淑 安江安宣 1963・7.17
21岡山勝御津都豊岡村舵堀 小泉種克 1951.9. 81 58岡山脈倉政市住吉町 安江安笠 1952.8.5 
22岡山脈御津郡御津町金川 安江安定 1961.7 .加159岡山脈倉取市主主島江長 安江安宜 1952.6.3 
23岡山脈御津郡平津村檎津 安江袋笠 1951.5.1211 60岡山脈倉政市水田 安江安宜 1952.7 .10 
24岡山脈御淳書官馬屋下村芳賀安i江安室 1951.5.1211 61岡山県草児島郡灘崎町i由賀 河同和雄 1953.5.27
26岡山脈御津郡御津町大戸 安江袋l!:1951. 5. 51 62岡山際児島都奥除村 橋原憲作 1953.8. 
26岡山脈岡山市笠井山 安江安宜 1959.7.91 63岡山脈児島市渇生 安江安室 1951.8 .20 
27岡山鯨岡山市津島 安江安宜 1961.8. 91 64岡山懸児島市六口島 河同和維 1952.8 .15 
28岡山脈岡山市江崎 安江袋宜 1951.9.11 65岡山脈浅口郡里庄町・ 貞利哲司 1962.8.
29岡山脈吉備郡高松町小山 安江安宜 1961.8. 61 66岡山脈玉島市!Jjl崎 井手千代子 1952.8.12 
30岡山脈吉備郡昭和町高間
31関山脈吉備郡昭和町種弁
32岡山脈吉備郡生石村滞尾
33岡山脈吉備郡足守町
34岡山県重吉備郡大和村
36岡山勝吉備郡虞備置f
36岡山脈吉備書t新本村市場
37岡山脈上房郡高梁田r
安江安宜 1960.7.201167岡山脈小回都白石島村 安江安室 1952.8.14
安江安宜 11)60.7.201168岡山勝笠岡市伏越 安江袋宜 1952.8 .14 
安江安宜 1961.8. 61 69岡山型車後月郡明治村種 橋本峰陽 1953.7 .21 
安江安宜 1961.8. 61 7u岡山県高後月郡芳井町吉井 春川忠吉 1950.8.12
亀山竹志 1951.8. 21: 71兵庫握手、宍粟郡安師村 松井俊公 1963.7.23
石井正畿四62.7.71 72呑川勝仲多度部本島村泊浦安江安宣 1963・8・4
草谷殺 1852.6.271i 73庚島県高沼隈都瀬戸村 安達正人 1952.7. 7 
亀山竹志 1951.9 ;2511 
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第 1図 岡山県におけるオオニジユウヤホシテシトウ及ージユウヤホシテントウの地理的分布
0;:オオa ジユウヤホYテントウ Epilac.加avigint附 tcm岡山lataMOTSC叩L8KY
(it; =ジユウヤホシテ V トウ Epilachnaゆarsa(HE幽 T)
十;爾種尖未発見地点 。;都邑 (1=阿山，2 =倉_. 3=津山. 4 =新見)
一--~ ;年卒均然温 130C等温線 ーーー;年平均気温 lfjOC等温線
===;年平均然温 140C等温線
第 3表はオオ::::.~ユウヤホシテシトウ友::..~ユウヤホシテシトウのいづれの種類も採集でき
たかった地点を示めした.とれらの箇所はすペて両種マグラテントウの分布地域の境界にあた
るととろであって，調査回数段大部分1回限bの地点が多い.従って採集時期を変えて他日幾
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第 3;1受 オオエグユウヤホシテνトウ及びエグユウヤホシテシトウの
両極-共発見できなかった地点
?
?
?????????????
関 釜 箇 所 調査者続査期日
1岡山蘇笑図書略大原町・
2岡山脈苫図書官加茂町中原
3岡山蘇苫図書官鏡野町・業屋
4岡山脈lX!I草郡久世町
浜国厚生 19o1.8 .3811 9岡山脈阿哲郡新見町水船 安江安宣 19G1.7 .10 
~江安宣 1951. 8 .13 
安tr:'i会室 1953.8.33 
河回和雄 1953.5.~ 
10岡山脈問都新見町本町 安江安笠 1953.5. 3u 
11岡山脈問哲書官野馴村畑木 安江袋笈 19M.8 .39 
f1951. 7 .10 l~ 岡山麟阿哲符石蟹郷村石蟹安江安笠~i96S: ~:25 
13岡山脈阿哲書官石蟹郷村井倉安江安笠 1953.5.355岡山際民廃郡勝山町江J1J 安江安室 1953.8.37
8岡山県革阿哲郡網代村足立 安江安室 1951.8 .36 
7岡山際阿哲郡上市町小南 安江袋主主 1951.8.36
.1900.8.29 
8同岬阿哲務上市町大仁子安減宜i;i:?:芸
11953. 5.35 
回も同じ地点主観察すれば曾って京都市北部にたいて季節的変動【21)(叫が見られたように或い
は両種いづれかの種類危発見でぎるかもわからないが，しかし例えば阿哲郡の新見町附近の如
きは第3表I'C示めした如く都合5回，叉阿哲郡石蟹駅附近ぽ2回調査を行ったにもかかわらや
遂に 1~も発見でを古生かったのみならや，本属特有の食度ナら寄主植物である茄子，馬鈴薯の
葉にみられなかった般態であるから，第3表にか恥げた地点には両種いづれも棲息してたらな
いと断定はできたいにしても棲息範度が極端に少ないととが想像できる.第1-3衰の結果に
もとづいて図上犯とれら 121 地点を示めすと第 1図の通りである.図中のO印政オオ::..~ユウ
ヤホシテシトウ，.J:Pは;:.::/.::a・ウヤホシテシトウの採築地点であって，+印は第3表にかかげ
た両種共未発見の地点をるらわす.
14岡山脈上E事務脅部首f下昏孫安江安定 1953.8.35
15阿山脈上房郡水岡村宮地 安江安笠 1953.8.35
16岡山懸)1上海宮家村長屋 安江安室 1953.13.19
lV.年平均気温と分布との閣僚
生物百生態的分布を考えるに当って特に重要視すペを環境要素は先づ気温であろう.昆虫の
分布限界が種kの等温線と一致する例ばとれまでに数多く知られてたT，オオェジユウヤホシ
テシトウ及ェジユウヤホシテシトウの場合について予紺摘にたいてのペたように幾多の研究発
表が行れているが，とれらの結果を要約すると大陣地域を除いて，我圏内に関する限りでは前
者ぽ北方系の昆虫で気温の低い地方に，後者は南方系の昆虫で気温の高い地方に棲息してたり，
とれを水平分布の場合についていえば両揮は大体年平均気温 140Cの等温線を境界として夫々
南北に互ζ わカ寸もて分布しているととが判明している.即ち両種マグラテントウ陰気温とゅう
無機的頭境の作用をうけて互に生括の場を違えて棲みわけ (Habitatsegregation) (~7-19) てい
るととにたる.
さてヲえには岡山県幕内の諸等温綿と比較して，我kのえた結果から， とれらのマグラテγ トウ
類の分布と気温との関係を考察してみよう.
(i)所謂隼平均気温について
ま守年平均気温の等温棋を画くに当り，参照する気象観測資料をとよく吟味すペ~とと除去う
までもない.とれまで多くのλkによって種身の生物の分布とそれらの地域に治ける気温との
関係が述べられてきたが常に論議の焦点とたるととろはその指標となる気候要素特に気温数値
(166) -36ー.
の高低であり，オオ=タュウヤホシテγ トウ及::!.~ユウヤホシテγ トウの分布限界につい℃政
特にその観が深い.そのよって来るととろの原因を考えてみると，dl;候所公表に係る平均気温
には観測基準が具るものが数種あるにもかかわらや，とれらの性質のちがう数値をそのまま用
いて，比較論議するととろにその一因があるように思う.従ってやや本論よりそれる感もある
が今載の混乱をさける意味から，我kの報告に使用した年平均気温の意義を明らかにする.我
国の気象観測所のうち中央気象台所管の主なる府県草測候所にたける気温の実測ぽ色占変遷左へ
たが現在では1日4回 (3，9， 15， 21時)観測の平均値を以って当日の日平均気温とじてゐ
!J ，また当該測候所管内に散在す・る多くの戸府間区内観測所('C沿いては1日1回午前1('時 (19同
年 1月より午前9時〉にその時の気温と前日最高気温亙当日最低気温とを記録している.そし
て所謂年平均気温なるもののうちには各月中，毎日午前10時 I回観測の値を月間，年聞にわた
P平均したもの(a)と，毎日の最高気温及最低気温との平均値を月間，年聞にわたり平均した
値 (b)と，とのほかに管内測候所にたける毎日 3回或ぽ4回観測の平均値(c)とがるるわけ
である.与んと3種の年平均気温は1臼24回観測の日平均気温の年間平均値(真の日平均値)，
(d)に比較すれば (a)は約2度， (b)1会場所によって必やしも一定ぜぬが概して0.5度程高
く，(c)は殆んど (d)と}致してゐり，所によって約0.1度あまりの差があるに過ぎたいと
とにたっている〈ι叫. 従ってととに或る気象資料を利用して「年平均気温」の等温棋を画く
場合にも弘主のいづれの観測方法によってえられた数値であるかを明記せ・ねば，その後に沿い
て之を使用するものが混乱をぎたす恐れが生じてくるのである.
(ii)年平均気温〈最高，最低の平均〉
前項に沿いてのペたように (a.b c， d)の4種類の年平均気温のうちで我kが現実に利用で
きる資料は (a)，(b)，(c)の3種であるが，等温棋を画く地域が割合せ・まい場合例えば1
府鯨内に限るときに (c)の値をとれば数値は正晴であるが観測j地点が通常1府腸内('Cわづか
数ケ所 (1...，3J.r所位)であるから等温織を画くととは不可能に近い.従って残るととろは
(a). (b)いづれかであるが観浪l同L点は両者略同数であるから， 真の平均気温に近い (b)
の値~pち最高最低の年平均値を使用するととが順当と考える.向我国気温関係の賓料のなかで
最も精細な「気温報告J(1916-1945)伸一岨〉にも，叉職後新たに刊行された中央気象台の日本
気候図刊行もとの年平均値をと採用している.我kの調査に沿いて気温等温線を画く資料とした岡
山廓各区内観瀕IJPJfの年平均気温 (b)を示すと第4衰の通りとなる.との表の数値段「気温報
告」の各巻に記載した観測地点の月平均気温を全 4傘すべてにわたり総平均した数値をさらに
年聞にわたって平均したものであって，従って統計年数は1916年よ T1945年までの3伴間で
あるが，たかには20.10，或は5年の短期間の地点も含まれている.
(iii)岡山腐の年平均気温等温線とマダラテントウ類の分布との関係
第4表に示した気象資料にもとづいて岡山鯨にゐける年平均気温 130C，14"G. 150Cの等
温線査と函〈と第1閣の如くにたる.図の中で実線〈ー)除年平均気温 150C等温糠， 双罫棋
【ー )1会年平均気温140C等温線，破線じ一〉ぽ年平均気温 130C等温線を示めしている.尚
とれらの等温線をひくには岡山鯨農業気候図(的及岡山勝気象印年報〈柑〕をも参考にした.
第 1図によってみると岡山臓に3ないては 130C 等温線以北ではすべてオ;t".:c.~ュウヤホシテ
シトウが分布してゐt，叉とれに反して 140C等温線以南ではすべて=ジユウヤホシテシトウ
-:flー (167) 
• 
第 4表 岡山県内各地の年平均気温く。C)
観測地点
1 笑図書E大原町〈吉町〉
2 笑回郡美作町〈林野〉
3 o惨図書官豊田村〈豊沢〕
4 !審問郡勝間田町
5 苫回都加茂町 (/J、中原〉
6 苫同郡奥津村
7 津山市二宮
8 JX庭都八東村〈上長岡〉
9 i1U草書官久世町
1(.) 民磨郡勝山町
11 阿哲都新見町
昭和集者E和気町
13 和気郡日生町
14 赤軍事書官周匝町
15'赤磐郡淑戸町
16 邑久都裳掛村〈長島〉
17 邑久都牛窓町
18 西大寺市
竺竺j
13.3 
14.2 
13.2 
13.7 
12.9 
11.8 
14.2 
11.6 
13.7 
14.2 
13.6 
14.8 
15.0 
14.3 
15.0 
15.4 
15.5 
Uj.3 
観測地点
19 邑久郡邑久町尾張
回久米郡隠渡町
21 久米郡加美町(原因〉
2~ 御津郡津賀村 t加茂市場〕
23 岡山市
24 吉備書官高松町〈原古才〉
25 倉京市
26 上房・郊昏都町下昏部
27 上房・郡穫祭町
28 児島郡琴f南町〈悶ノロ〉
29 児島都山関村〈東野崎〉
30 児島市味野
31 川上郡成須町〈下原〉
32 玉島市
33 小田郡矢掛町
34 笠岡市
35 後月郡弁原町
年卒均然温
15.0 
14.3 
13.4 
13.8 
15.0 
15.0 
15.2 
13.8 
14.6 
15.5 
15.7 
15.3 
14.7 
14.7 
14.6 
15.。
15.2 
の分布地域とたっていて，との中聞にたける年平均気温130C.，140C聞の地域には両者の棲息
地が混在しているととになる. との事実は先に発表された中田正彦氏(14)の関東地方にたける
調査と全く一致すると云うととが出来る.
叉との地理的分布は今まで岡山鯨内にたいて調査済の他の農業害虫，即ち深谷昌弐氏調査{Gの
によるこ化摂虫 Chilosimplex BUTLJlRや，中塚憲弐氏調査(切によるグリグマパチ Dryocosmus
kuゆhilusYASUMATSUの発生扶況とも良〈合致していQ. 即ち，オオ=ジユウヤホシテγ トウ
の分布地域は二化螺虫の1イヒ地帯友ぴ2化地帯のうちの早期地帯にあたlJ，一方=クュウヤホ
シテγ トウの分布地域は2イゆ也帯のうちの中晩期地帯と略一致している.グザグマパチについ
て言えばその羽化の所謂早期地帯は我k の調査による:=-:}ユウヤホシの分布地域に相当する.
術中田(14)，稲垣(191〈20J，巌氏(23)らの調査によると両種中間地域にたいては屡k両種が混棲し
ている事実がみられたが，われわれの場合採集地点104館所のたかで僅か1ケ所のみ， ~pち川
上郡大賀村大竹に3ないで混接しているのを採集したのみであった.けれども此処に注目すべき
はオオ=タュウヤホシテントウ分布地域と=ジユウヤホシテY トウ分布地域との聞には第3表
にも示めしたように不棲息地と除去い得たいにしても，とに角両種いづれのマグラテシトウも
殆んど発見でぎ難い，いわば棲息、密度が極端に小さい地点が存在するととでるる.とのような
地点除，特に山聞の小盆地に位置するととが多い傾向がある.即ち英国郡大原町，苫田郡加茂
町，真庭郡久世町，勝山町，阿哲郡新見町，阿哲郡上市町，上島郡普都町下普部，上房郡水田
村宮地などがとれに属する.
如何たる気候脱要因が之に関与しているのかについて，若干の気候的考察を加えてみよ
う.まづ考えられるととは周聞を相当の高い山岳によって固まれた山村には屡kFohn現象閃
(168) - 38-
が発生する事実はよく知られたととで，現に斯かる地方では空気が極端に乾燥するためによく
火災('C見舞れるととが多いf町.又一方に沿いてオオ=ジユウヤホシテシトウ及品ジユウヤホシ
テシトウの卵は非常に乾燥に対Lて弱く湿度が60%以下にくだると卵のF降、化が両種とも著るし
く阻害されて殆んど醇化したくなるが (5←55〕，とれらの実験成績から判断しても Pohn現象が
両種マグラテシトウの分布の制限因子とたる可能性も考えられよう.特に鈴木清太郎氏側によ
れば我国の山間部にないては4月よ T5月上旬に至る期聞が最も湿度が低下するととを示めし
ているが，との季節があたかもオオ=ジュウヤホシテントウ及=ジュウヤホシテントウの活動
開始のときに当っているとと除岡山臓に沿ける中国山脈と吉備高原に狭まれた山間盆地に両種
の来発見地が散在するととと関聯して注目すペぎでaうろう.向同じく Epilachna属昆虫である
Mexican Bean Beetle (Epilachna corrupta Muls.)は Chapman& Gouldcr，7)によると高温
及皐魅に対して非常に闘いとの報告も参考とたる.
V.降水量と分布との関係
複合雨温図 Compositehythergraphによる分析:
生物の実生活に直接影響をあたえるのは箇A'illJ A'の気候要素よりも，とれが綜合された結果
がより強〈作用するとの観点から，特定地域の綜合気候をあらわずの陀よくクライモグラア
(Climograph)が用いられるが，と JOC_ 
とでは縦軸に気温，横軸に降水量を | 
とつ'.tc雨温図 Hythergraphをォォ ・山
:=';/ュウヤホシテシトウ及::::.~ュウ
ヤホシテシトウの全分布地域，並び
に来発見地について画いてみた.gp月20
ち第 2 図は夫kの分布地域内に ìt> る~
多数の地点の雨温図を互に重ねあわ均
せ，その最外側にある点をつらねて気
つくった複合雨温図 (Composite温
hythergraph) (5目的である.第2 10 
図の気象資料とした気温故第4表と
同じく，叉降水量は本邦気候表第2
部帥〉に従った. 第2図の実線(ー)
に固まれた部分は=ジユウヤホシテ
Y トウの全分布地域でit>T，点線 。
〈…)に固まれた剖扮はオオ.=.;，/ユ z 
ウヤホシテシトウの分布地域を示め
し，また破親心一)で固まれた部分
は両種示発見地域の雨温図である.
とれをみると=ジュウヤホシテン
トウの分布地域は3地域のうちで最
も眠くて，且降水量が少ないし，ォ
オ=ジュウヤホシテントウの分布地
。胃1m
第2図
P. 
100 樹、aao 耳(lfI
月 降水量
オオエジュウヤホシテνトウ及ニタュ
ウヤホジテシトウの分布域内外の複合
雨湿図 Compositehythergraph 
実線内:品ジユウヤホシテントウ分布地域
点線内:ォォ=ジユウヤホVテV トウ分布地域
政綜内:雨種尖未発見地域
-31.)ー (169) 
域は最も気温が低<，、且つ降水量の極
大の時期が9月及1月の2固にみられ・
る典型的な日本海型の雨温図とゅうと
とが出来る.・
叉両種未発見地域陰気温，降水量い
づれの点をとるも夫々両極の雨温図の
丁度中間型を示めしていち.
吠に各分布地域の気温と降水量との
関係をさらに精細に検討するために第
3図を作った.s仏ちとれ除年平均気温
を縦軸に，年降水量を横軸にとって，
夫kの分布地域内に在る区内気象観
測所の数値を図上に書きいれたものマ
ある.卸ち， ・IoPIま.=.::/ュウヤホシテ
シトウの分布地域， 0印肱オオ::=.::/ュ
ウヤホシテシトウの分布地域， x印除
棲息、密度の小たるF牒間中間地帯左示め
す.
とれによってみると大体の傾向は第
2図の場合と略同様であるが，各分布
地域を制約する気候因子の限界程度が 11 
より明腰に表現されて怖ととがわか omm 20降 水 E九
るのである.卸ち第3図によってみる 第3図オオニジユウヤホシテシトウ及ニ
と岡山勝、にたりる=ジュウヤホシテシ ジユウヤホシテνトウ分布按内外
トウぽ年平均気温約 13.40C以上，年 の気象観測所における年平均実温
降水量 1∞O~1500mm の地域[亡分布 と年降水量との関係
~点lJt..実線内:.;=.ジユウヤホシ'1"::.-トウ分布地域
して沿!J，オオ=ジユウヤホシテ:'="ト 白点及点線内:ォォ=ジユウヤホシテ V トウ分布地域
.ウの棲息地陰気象観測地点が少たいの x ~p及波線内:爾種共未発見地域
でとの場合にわかに断定はでぎないのであるが前者とは判然とその気候型が異なっているよう
にみえるし，また所調中間地帯はとの2群の聞にはさまって年平均気温約 12.70C-14.3"C，
年降水量1500~1800mmなる気象条件に囲まれた地域になる.
以上第3図からわかるとと陰両種マグラテントすの岡山牒に治ける分布を制約する気候的要
因陰気温並に降水量であるよう但考えられるが，他府臓に3ないてもとれと同様の結果になるか
否かは今後の調査にまちたい.
因みに本容虫と分類上同属の MexicanBean Beetleの潤イビ及その費生量政 Dougla田 (61}
によれば温度因子の作用のみならや降水量も亦とれに関与しているというととであ!J，叉松沢
寛氏側もオオ.:=.;):;s..ウヤホシテントウ及=ジユウヤホシテントウの分布問題を温度条件一点
張り‘で説明しようとするととは危険であると述べているが，筆者等も全〈同感である.fr，'J年平
均気温及年降水量以外の気候因子，例へば最寒月の平均最低気温，最暖月の平均最高気温，温
量指数，寒さの指数，乾湿指数，夏期平均気温等々との関係にヨいτは弐報においτ諭ヂるこ
とにする.
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終bに本報告は 1951年11月農業気象学会中国支部例会. 1952年10月日本昆虫学会第12回大
会.19日年6月日本昆虫学会中国支部例会にたいて逐次発表したものであT，叉本調査に関し
ではその一部の費用を昭和25年度文部省科学研境費並びに昭和28年度岡山鯨瀬戸内海総合研究
会依託研究費に仰いだので，ととに附記して謝意を表す.
VI.摘 要
1. 1949年よ t19日年まで49"年聞にわたり主として岡山腸内にたけるオオ=ジユウヤホシテ
γ トウと:::.~ユウヤホシテシトウの分布地域を調査した.
2. 調査地点はオオ=ジユウヤホシテシトウについては32ヶ所.""タユウヤホシデシトウにつ
いては739"所，両種とも発見でをたかった地点16ヶ所，合計121ケ所であった.
3. 年平均気温の意義について若干論義を行った.
4. 岡山廓f'Cjなけるマグラテシトウ類の分布と年平均気温(最高最低の平均〉との関係をみる
と，オオ~;/ユウヤホシテシトウば年平均気温 130C 等温線以北の低温地帯に分布し，一
方=ジユウヤホシテシトウは年平均気温140C等温棋以南の温暖地帯に分布して.130C-
140C等温線。聞には両種マグラテY トウの棲息地域がともに混在する.叉両種の境界が相
接する領域にはいづれの種類もともに殆んど棲息をみたい中間地帯が存在する.
5. 両種マグラテシトウの分布地域及中間地帯の気候型を降水量を考慮にいれた複合雨温図t'C
よって考察した結果，岡山鯨に沿ける両種の分布地域並にql問地帯は互に判然と区別し得
る気候型に分げるととができた.
引用文献
(1)渡辺千伶 (1961):""ジユウヤホシテ V トウ主主ぴIC. オオaジユウヤホシテ V トウの学名. a医用昆
虫.7. 117-123. (2)高橋奨 (1920):昆虫の分布に関ずる霊宜的観察.昆虫世界.24. 226-230 
(3) Takahashi. M. (1932): Studies on Epil低hnalady以泡tlωinJapan. Jour. Tokyo Nogyo 
Daigaku， 3. 1ー 115. (4)高橋爽 (1933):昆虫の分布上よ P見たる北陸と山陰及山陽の連絡並
に其の無侠的関係.病虫害雑総.20..6-14. (5)栗崎..澄 (1926):日本産瓢虫類の分布に就き
て.動物学雑誌.38. 71-78. (6)内問主主ー，渡辺千倫 (1倒的:馬鈴薯の答虫オオa ジユウヤ
ホV テV トウの分布に就て.生物. 1.49-即. (7)渡辺千符 (1950): :ォォージユウヤホシテν
トウの分布南限界の指標としての夏期卒均然温 t予報).昆虫.18. 9-10. (8)一一一一(1960): 
オオa ジユ歩ヤホシテ V トウの分布南限界の指標としての夏期平均気温〈要報).1!虫.18. 64-63. 
(9) 一一一~ (1961) : '"ジユウヤホシテシトウの分布北限の指標. 日本昆虫学会第11回大会商事演〈奈
良'!r) (10)一一一一 (1952):本州南岸線に闘する一考察.昆虫. 19. 86-92. (11)安江
安笠 (1952):雫ジユウヤホνテF トウ日本海漁岸1C.'t.すずむし〈倉毅).2. '18-81. (12)高
橋奨 (1926):関東地方に於ける28星.虫及大28星瓢虫の分布.病虫害雑君主、.12， 553-559. 614-625. 
(13)木下周太(1950):大28星膿虫の分布問題と鳩玉鰍南の新摩地.宝損E昆虫館特，邸宅手.7-10.
(14)中国王室長(1950): I関東地方に於けるジャガイモのテ・シトウムジダマシ獄の分布にiiいて.周雇用昆
虫.6. 19-23. (15)岩間俊一 (1953):ジヤガイ華畑におけるオオa ジユウヤホVテントウの分
.布の不均→生慮用品虫.8. 123-128. (16)村岡欝太郎 (1925):長野臓に於ける傍瓢!k.昆虫
世界， 29， 376-379. (17)岡山巧 (1921):大28星瓢虫.病良書雑総.8. 145-149. 11)5-199. 
(18)岡本大ニ郎 (1949):釆発表概査成績 (19)穏盤億二件京大.Jt虫研究室員(1949): ;京都
市附廷における a ジユウヤホνテントウとオオa ジユウヤホVテV トウの分布に就いて.松虫.3. 121 
-124. (20)一一ー 一一ー (1949): "'"ジユウヤホνテV トウとオオ=ジユウヤホシテントウの分布と分
-41- (171) 
布制限因子正しての温度 宝塚昆虫館報， 61号， 14. (21 )稲垣健二(19開):~ジユウヤホシテ
V トウ正オオ=ジaウ守ホシテントウの分布の季節約変蹴.関西昆虫学会報， 15， 67-62. 
(22)吉岡敏治，内問俊郎，河野皇室郎，波担昭二(1952): 28ホシテントウムU の畑Kおける分布儀式.
個体重幸生態学の研究， 1， 83-93. (23)厳俊一 (1953):ージユウヤホシテνトウ正オオ=ジユウ
ヤホVテントウの混楼地個体軍事の季節約変動. 日本昆虫学会第13回大会携演(松山市). (24)滋賀.試 (1949):病害虫発生予事実並早期~見事業成績容〈年報). 126 pp. (25)新保友之，花本孫
太郎，金元伊和夫 (1952):均ilachna2 spp.の分布境界地帯に於ける発生様相.滋賀畿大学術報告，
2， 1-10. (26)水谷滋情，千代西尾伊i1f(1951) :鳥取廓K~tt るオオージユウヤホVの分布に
就いて.第24回中国四国病虫害研究発表会鱒演.(山口市) (27)鳥取農賦 (19日):昭和26年度
鎌毒事功穏〈オオ=ジ旦ウヤホシの分布に関ナる調査)， 6かー 68. 〈泊)松沢寛(1佑3):九州に於
けるオオージニ&ウヤホUテV トウムシの分布に就旬、て.宮崎大学関学院念険文集， 119-12]， 
(29)滝沢民澄(1917):日本産 Eがlachna 属K~て.名和埼氏還暦記念幸害賠償文集， 1 31-14O. 
(30)来由華民澄 (1922):再び大28星瓢虫属に就富て.昆虫世界， 26， l09-UO. (31)栗崎民澄
(1924) :瓢虫の腹筋数並に峨維の区別.札幌博物学会報， 9， 141-147. (32)湯浅啓温 (1947): 
甘藷馬鈴薯の病虫答， 7(}-78. (33) KOno， H. (1937): Eine neue Epilachna.Art. Jnsecta 
Matsumurana， 1 1， 99. (34)渡短千傍， :!;度上閉ー. (194S): Epilachna pustulosa KONO '"プ
オオ=ジユウヤホシに関する知見.松虫， 2， 96-106. (35)問中正武，酒井情六(1950): ;茄子
の人軍事倍数体の研究， TI.魚沼四倍茄子の耐虫性に測する一実験.主主務時報， No. 4， 66-7]. 
(36)盆回忠雄，問問淳 (1952): :務の28星瓢虫に対ナる耐虫僚の品種間差異について. 日本図書芸学会昭
和27年度秩季大会務演葬表. (3わ可見通草台 (1944): ~寒波穣昆虫の生態. 日本生物言f，4， r昆
虫」上傘， 171-317. (38)今西錦司 (1949):生物証士会の倫理，毎日新聞枇刊 (39)宮地
惇三郎，森主ー '. (1953):動物の生態，若波書脂刊. (40)高橋治一郎 (1945):祭It統計，河白
書房 (41)酒井英一郎 (1953):新地理学講座第H豊， (自然地理JJ)，朝倉望書]吉. (42)脅
野袴郎 (1958):新地租学務度第1轡， (地趨調査法)，朝倉寝:席 (43)中央集;t.合(1931):然温
報告祭H雪(1916-1925) (44)一一一一一 (1960):無温報台第2~ (1926-1935) 
(45)一一一一 (1950):然温報台第3怨 (1936-1940) (46)一一一 (1952):気温報告
第4~ (194:1-1945) (47)一一一ー 一一 (1948):新日本気候周防第1免 (48)岡山脈経
済部農著書際(羽田):岡山鯨農業銀候圃 (49)岡山脈 (19p3):岡山厳然#60年報 1891-19日.
(50)深谷局次 (1947):ニ化根底の発生予妻美に関する基礎的研究(第1報)，中園地l1K於げる第1イヒ期
@発蛾帯に車:ti(~て.松虫， 2， 9-14. (51)中塚費量次(1963):岡山廊下に於けるク1)~マ丹チ
(Dryoc，叫mω KuriphilulY A関 MAT町〉と防除に関ナる一考察，すずむし〈倉毅)， 3， 63-7え
(52)大後美保(1948): 1農業然象渇愉.養賢堂 (53)杉本型車 (1952): Fohn現総と山村型軽務.
みやま〈大阪営林局)， No. 16， 1-15. (54)秋高治(1943):オオ=ジユウヤホシの卵発育に
1ft.ぼナ湿濃度のM響.盛岡高盛岡商窓会学術報告. 16， 96-102. (55)安江安室 (1953):未発表
成績 (56)鈴木清太郎 (1948):濃度分布より見先日本の然候区.天然と気候， 1 ~ 312-313. 
(57) Chapman， P. J.， G. E. Go叫d(19!l8) : The Mexican B国 nB田 tlein eastern Virgin泊.Bull. 
Virg. Truck Exp. Sta. No. 65， 677-6117. く58)石塚和雄 (1947):東北地方及朝鮮牟島の暖地
位常絵樹分布域，生態学研究， 10， 98-1∞. (59)本綾市次郎 (1963):生物学ノ、シドプツク，紫波
書賠. (60)大阪管区気象合 (1948):本邦気候表修二部(区内観測所之部). (61) D∞g国 s，J. 
R. (1928) : Precipitation a3 a factor in the emergence of Epilac1n阻 corruttafrom hibernation. 
Journ. E∞n. Ent.， 21， 203-213. 
(54)の主主加，牧高治 (1968):オオ旦ジ品ウヤホVデ V トウの越~と鴻康正の関係.岩手大学.学郁報
告." 95. 
(172) - 42-
